
第２回香川県水産審議会 香川県水産業基本計画（案）に対する委員意見と県の考え方・対応 

 

 
意見 県の考え方・対応 
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○コロナが長期化した場合、計画通りには厳しく、漁業者の経営も大変な状況

になると思われます。もしもの時の救済策を検討していただきたいと思いま

す。 

 

 

 

 

○次年度は養殖ハマチの稚魚（モジャコ）が不漁なため、休業を考える漁業者

もあり、そうなると生産者も組合も関連機関も大変になると思われます。ま

た、雇用者の生活もあり、漁協に対する救済策がないと、雇用の維持ができ

ず漁協職員は大幅に減少すると思われます。 

以上、救済策について、早期に検討していただきたいと思います。 

〇昨年から外食需要の激減等により、在庫の滞留や魚価の低下が続いてお

り、今なお回復の兆しがみえない中、漁業者の事業継続にかかる支援や、

県産水産物の消費回復・拡大への取組みは喫緊の課題であると考えており

ます。このような中、昨年度は、家庭消費の拡大を目的とした販促キャン

ペーン、県産水産物の県下の小中学校の学校給食への提供などを実施しま

した。今後も、引き続き、関係団体と連携しながら、様々な支援に取り組

んでまいります。 

○漁協は、漁業者による協同組織として、各種事業を総合的に実施するとと

もに、漁村の地域経済や社会活動を支える中核的な組織としての役割を担

っています。漁協の経営基盤の安定のためにも、香川県 JF組織強化委員

会と連携して、漁協の基盤強化を推進し、漁協の活力向上を図ることとし

ています。また、雇用の維持について、漁協等の経営の一助となるよう、

国の「雇用調整助成金」などの支援策について情報を収集し、迅速に提供

してまいります。 
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［豊かな漁場環境の創造］ 

○瀬戸内海環境保全特別措置法の一部改正となりましたが、その事に関し、一

言も入っていません。どのようにお考えでしょうか？ 

 

  

 

 

 

 

 

○今年 6月に瀬戸内海環境保全特別措置法が一部改正され、栄養塩類が必要

と認められる特定の海域への供給を可能とする「栄養塩類管理制度」が創

設されました。今後、施行に向けて、基本計画や栄養塩管理計画に関する

ガイドラインが国から示される予定となっています。海域や漁業種類によ

って、望ましい栄養塩類の濃度が異なることが予想されること、供給前後

の評価手法の検討が必要であることなど課題も多いと考えられますが、国

や漁業関係者等と連携しながら、必要な対応を検討してまいります。 

 

別紙 



［アオノリ養殖］ 

○食害はあるが、栄養塩不足まではいたっていません。問題は、種付けにあり

ます。ここ 2、3 年種付けに失敗し、生産が減少傾向であります。本県での

種付けを期待したい！ 

○学校給食ですが、アオノリも香川県全域の小中学校に何年も前から無償で提

供しております。 

 

○「第 3章 第 1節 3 養殖水産物の技術開発」において、関係団体と連携

し、高品質な種網生産技術の開発や、養殖現場にける種網の生産体制の確

立に取り組んでまいります。 

○香川県全域の小中学校に対し、アオノリを無償提供してくださり、ありが

とうございます。学校給食での水産物の利用は、子供たちが水産物に親し

む機会を増加し、食育の面からも重要であると考えておりますので、引き

続き、御協力をお願いいたします。 
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○基本計画（案）第 3 節 3 食育・料理教室による家庭への理解の促進の「課

題」に書かれているとおり、魚食習慣を身に着ける必要性はあると思うが、

核家族化が進む中、子どもだけでなく、30～40 代の親世代の方への料理教室

ができたらと思うが、コロナ感染症拡大のため、今は、学校での行事に組み

入れることも困難と考えられるが、終息した際には対策を十分に行ったうえ

で開催したいです。その時、アンケートも取りたいです。お魚一匹の際は、

子ども、親を対象に 4年位アンケートを取り、県水産課の方に保存されてい

ると思います。 

○施策の展開も、オンライン式と新たな方法を考える時がきていると感じまし

た。 

○「第 3節 3食育・料理教室による家庭への理解の促進」のなかでコロナ

対策を実施したうえで、水産教室を開催するとともに、調理動画等の作

成・配信やソーシャルメディア等の活用により、効果的な水産教室の実施

に努めていくこととしております。引き続き、御協力をお願いいたしま

す。お魚一匹まるごと食育教室の際に、収集されたアンケートにつきまし

ても、今後の食育・料理教室の参考とさせていただきます。 
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○コロナ禍において、魚食文化、食材としての水産物、また漁業そのものに関

して危機感を抱いています。次回、委員の皆さまの御意見が伺えればと思い

ます。 

○次回の審議会では、新しい基本計画の進捗状況の御報告をさせていただく

予定としております。対面式で開催出来ました際には、各委員からの御意

見をいただきたいと考えております。 

 


